
イ
ン
ド
南
部
に
位
固
す
る
べ

ン
ガ
ル
ー
ル
は
I

T

（
情
報
技

術）

都
市
と
呼
ば
れ
る。

米
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
や
米
グ
ー
グ
ル

な
ど
に
加
え、

名
だ
た
る
日
本

企
業
が
進
出
し
て
い
る。

ア
ダ

ッ
シ
ュ
さ
ん
(

23
)

は
そ
ん
な

街
で
育
ち、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

な
ど
を
習
得
し
た。
彼
は
現
在、

来
日
し
て
和
歌
山
県
で
働
い
て

い
る。

ア
ダ
ッ
シ
ュ
さ
ん
は
2
0
2

2
年
に
産
業
用
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
を
手
掛
け

廂層む共栄の作法

[>下

IT人材争奪戦、製造業にも
る
紀
州
技
研
工
業（
和
歌
山
市）

で
新
卒
と
し
て
働
き
始
め
た。

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
機
器
に
関
連

す
る
ア
プ
リ
開
発
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
デ
バ
ッ
グ
（
バ
グ
を
見
つ

け
て
修
正
す
る
こ
と）

に
携
わ

る。

な
ぜ、

来
日
し
た
の
か。

そ
れ
は
日
本
が
外
国
人
技
術
者

に
と
っ
て、

就
職
の
受
け
皿
に

な
り
始
め
て
い
る
か
ら
だ。

工
科
大
学
と
連
携

イ
ン
ド
で
は
I

T

企
業
の
求

ノ
数
を
技
術
者
の
応
募
数
が
上

回
る。

ポ
ジ
シ
ョ
ン
不
足
が
深

刻
で、

仮
秀
な
工
科
大
生
で
も

望
ま
ぬ
職
柚
に
就
か
ざ
る
を
得

な
い。

日
本
は
他
の
先
進
国
よ

り
四
金
の
上
昇
幅
が
薄
い
が、

イ
ン
ド
に
比
べ
収
入
は
高
い。

そ
し
て
I

T

人
材
の
不
足
に
悩

む
企
業
が
数
多
く
存
在
す
る。

人
材
の
縮
給
で
思
惑
が
一

致

す
る
日
本
と
イ
ン
ド。

I

T

に

特
化
し
た
高
度
な
外
国
人
材
の

採
用
は
全
国
に
広
が
り
を
み
せ

る。

ア
ダ
ッ
シ
ュ
さ
ん
は
「
日

本
語
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

り、

仕
事
も
楽
し
く
な
っ
た」

と
早
く
も
職
場
に
な
じ
む。

即

インドの工科大卒のアダッシュさ

んはアプリ開発などを手掛ける

（画像の一部を加工しています）

戦
力
の
人
材
は
中
小
企
業
の

「
救
世
主
」

と
な
っ
て
い
る。

そ
の
檎
渡
し
役
と
な
っ
て
い

る
の
が
I

T

人
材
仲
介
を
手
掛

け
る
z
e

n

k
e

n

だ。

同
社

は
18
年
か
ら
イ
ン
ド
の
工
科
系

大
学
と
提
携
し
て、

日
本
で
の

就
職
支
援
や
日
本
語
教
育
に
注

力
し
て
き
た。

提
携
し
た
大
学

数
は
40
校。

大
学
内
に
「
ジ
ャ

パ
ン
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」

も

設
暉
し
て
い
る。

z
e

n

k
e

n

イ
ン
デ
ィ
ア

代
表
の
木
村
裕
一

氏
は
「

日
本

で
の
就
職
を
志
す
優
秀
な
学
生

は
年
々
増
加
し
て
い
る」

と
話

す。

米
I

T

大
手
を
目
指
す
一

部
の
高
度
人
材
で
な
く
と
も、

平
均
的
な
理
系
学
生
の
技
術
ス

キ
ル
は
非
常
に
高
い。

紀
州
技

イ
ン
ド
人
技
術
者
が
救
世
t

研
工
業
の
釜
中
四
次
社
長
は

「
日
本
人
の
応
募
が
減
る
中
で

貴
菫
な
高
度
人
材
だ」
と
語
る。

I

T

人
材
の
奪
い
合
い
は
全

国
的
な
課
題
だ。

高
齢
化
が
進

む
製
造
業
の
現
場
で
は
設
計
や

製
造
の
支
援
ツ
ー
ル
で
デ
ジ
タ

ル
化
が
進
む。

し
か
し
国
内
の

鯉
系
学
生
は
大
半
が
大
手
企
業

を
選
好。

地
方
企
業
や
中
小
企

業
ほ
ど
人
手
不
足
は
深
刻
だ。

日
本
で
就
職
支
援

経
済
協
力
開
発
機
構
(
O
E

C
D
)

に
よ
る
と、

日
本
は
S

T
E
M
（
科
学、

技
術、

工
学、

数
学）

分
野
を
学
ぶ
学
生
の
割

合
が
低
い。

特
に
女
性
は
最
低

水
準
だ。

同
分
野
の
卒
業
生
数

も
減
少
傾
向
で
「
30
年
ま
で
に

79
万
人
の
I

T

人
材
が
不
足
す

る」

と
経
済
産
業
省
は
試
雰
す

る。日
本
が
「

人
材
鎖
国」

を
続

け
れ
ば
抜
本
的
な
解
決
は
難
し

い
。

解
決
の
糸
口
は
高
度
な
外

国
人
材
の
有
効
括
用
に
あ
る。

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
開
発
の
デ
ジ
タ

ル
・
ナ
レ
ッ
ジ
（

東
京
・
台
東）

は
20
年、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に

大
学
を
設
立
し
た。

日
本
語
教

育
の
ほ
か、

I

T

人
材
を
育
成

す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む。

卒
業
生
の
日
本
企
業
へ
の
就
職

も
支
援
す
る。

晦
村
総
合
研
究
所
の
木
内
盗

英
氏
は
「
日
本
語
や
寓
い
税
率

が
壁
と
な
る
ほ
か、

賃
金
の
魅

力
も
低
下
し
て
い
る」

と
指
摘

す
る。

そ
れ
で
も
訪
日
を
志
す

外
国
人
は
日
系
企
業
が
培
っ
て

き
た
現
場
の
人
材
育
成
に
希
望

を
抱
く。

海
外
か
ら
高
度
人
材

を
受
け
入
れ、

育
て、

国
内
で

循
踪
さ
せ
る
土
譲
を
つ
く
れ
る

か。

日
本
の
競
争
力
向
上
は
異

文
化
の
受
容
度
に
か
か
っ
て
い

る。

（
綱
嶋
亨）
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